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農
な
觀
察
力
と
知
識
を
組
織
立
て
る
換
問
的
頭
腦
と
之
を
表
現
す
る
勝
れ
た
材
能
と
は
美 

術
史
家
た
る
茗
に
缺
く
こ
と
の
出
來
な
い
必
須
の
條
件
で
あ
る
。
澤
木
先
生
は
こ
の
條
仲 

を
具
備
し
得
た
稀
世
の
美
.術
史
家
の
一
人
に
恩
す
る
。
先
生
は
我
國
に
初
め
て
學
問
的
美 

術
史
を
導
き
入
れ
、-
之
を
打
ち
樹
て
龙
最
初
の
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
長
か
ら
ぬ
四
十
五
歲 

の
生
涯
を
こ
の
爲
に
捧
げ
た
先
生
の
努
カ
の
跡
は
裳
、に
偉
大
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

先
坐
は
愛
情
を
以
て
美
術
作
品
を
觀
，.
熱
情
を
以
て
之
を
說
き
、
.又
筆
を
執
れ
ば
流
遛
、

. 

則
ち
珠
玉
の
文
を
成
し
た
。
本
書
は
久
し
く
そ
の
絕
版
を
惜
ま
れ
て
ゐ
た「

西
洋
美
術 

史
硏
究J

全

ニ

潘(

岩
波
版)

ょ
り
、
硏
究
的
方
面
の
勞
作
の
み
を
を
編
ん
で
一
卷
に
纆 

办
た
も
の
で
あ
る
。
先
生
の
文
は
こ
れ
、
常
<

啓
蒙
的
熱
情
を
以
て
書
か
れ
、
總
べ
て
所
謂 

「

古
く
し
て
新
し
き
も
の」

* '

美
術
史
學
志
望
著
に
は 

'大
指
^
、
美
術
愛
好
者
に
は
良 

き
伴
'仍
た
る
を
信
じ
て
疑
は
な
い

。
.
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碧
の
胃
！D

潭
，木
、

梢

(

四
方
吉)

著

へ
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
典
稚
な
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
§

た
る
、
f

こ
れ
ノ 

史
研
究
の
大
f

往
く
雄
¥

跛
^
を
收
め
た
る
決
*

m
-
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ゾ '

大
終
第
十V

I
®

紀
S

半
^
ら
第
t

s
紀
迄
けv

の
間
'
 
顧
議

都

市

§

s

f

f
パ
ト
.リ
チ
ア
と
'ッ
y

フ
> 
勢
力 

とQ
&

ひ
を
經
驗
し
た
？ 

'ソン
フ
ト
■

ど
通g.

せ
ら
、れ
，る
も
の
こ
れ
で
ぁ
る
。
そ
の
葉
に
つ
い
て
-、
例
へ
ば
ザ
ン
ダ
丨
氏
は
そ
の

.

r
.
- 

■ 

- 

.
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'
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i
.
v
.
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\

r

獨
逸
都
市
側
度
史」

に
次
の
如
く
概
説
し
て
ゐ
る
。 

'
 

' 

‘.:
:
:
: 

「

大
拽
の
都
市
で
パ
ト
リ

，チ
ア
の
变
配
は
.破
れ
た
。
場
令
に
ょ
つ
て
は

，
。
ハ

ト

リチ
ア
が
そ
の
都
南
如
ら
放
逐
さ
れ
る
こ
と
も
ぁ
つ
た
. 

が
*
妞
例
と
し
て
は
パ
ト
リ
チ
ア
炉
ッ
.ン
フ
ト
に
加
.人
し
ぃ
細
|

辩
い
て
都
市
政
府
は
で
の
ッ
シ
、フ
ト
の
も
の
と
な
つ
た
？
即
ち
ッ 

ム
フ
ト
は
同
職
組
合
か
ら
政
治
ク
ラ
ブ
に
奴
つ
た
ゎ
对
で
れ
る
0
-小
さ
货
ッ
ゾ
ソ
ド
や
個
人
^
重
き
を
な
す
ッ
Z
フ
ト
の
成
義
と
'な
り
，
 

以
て
該
ッ
ン
フ
ト
に
ょ
る
政
治
势
カ
に
均
稱
せ
ん
と
し
た
0
-か
く
て
^.
都

，
市

に

は
'
±

一
 
乃

至

，
一
一
十
の
政
治
的
大
ヘ
ツ
ン
フ
，
ト

妒

形

成

さ

.
れ

中
抑
チ

\\i"
(/j
統
治‘
新'
式
政
欺

0
八
八
.7
*
.
>



-

屮

世

チ

ュ
〔

リ
ヒ
市
の
統
治
请
ミ
政
策
へ

 

'
.し
.

-

-、
.
1
\八
六
.

)

.
'
.
: 

:た
，の
で
あ
ク
た
。
そ
の
中
の
若
于
は
！
2間
や
太
商
人
の
：.ッ
^
フ
卜
で
あ
る
が
パ
大
^
數
は
手
エ
業
者
の
占
め
る
と
こ
ろ
.で
あ
つ
た
。
然 

/
し
；

こ
；：

め
後
者
も
：1
部
分
は
'商
人
：の
搢
揮
の
^
に
置 ̂

で
あ
る
，"
' め
つ
て
^
ン
フ
：ト
支
配
だ
か
ら
.と
.て
.直 

丨
支
配
で
.
.あ
'る
..と
は
做
し
得
な
：い
o .^
れ
，は
ッ
パ
ン
フ
：ト
，支
配
に
.0:
-
:つ
.；義
都
市
の
^

に
'め
み
、'
.か
<
い
^
得
る
办
で
あ
る」(

1)

.と
デ
-(

 

V 

一
 

' 

.

このザンダー戌のいころ

-は
、
'
 
概
說
fe
の
> 

p

あ
る
か
ら
.敢
て
あ
げ
つ
ら
ふ
こ
，と
も
^
い
と
も
い
へ
る
の
で
あ
り
*
又
そ
の
_
. 

.頭
にr

大
姻
の
都
市
で」

，と
'0
0
.限
.定
'を
附
し
..て
ゐ
る
此
に
、
こ
れ
に
.留
意
^
:れ
.ば
よ
い
と
も
い
.へ
，る
の
で
あ
る
が
、
中
世
獨
逸
都
市
に
お 

パけ：る
ッ
.V
.フ
ト
_
爭
.の
結
婚
せ
'
そ
.の
.'總
て
が
ッ
，ン
！

V

ト
侧
の
_
利
、
_從
つ
そ
1ぞ
の
目
的
と
し
^
彼
等
.の
.'政
權
獲
得
に
終
つ
た
の
で
は 

■

な
か
つ
灰
0
;既
に
他
の
：箇
;'
m

r杏
い
て
—
言
し
.た
と
'こ
ろ
で
あ
る
；が〈

2)

'
謂
■ゆ
る
尚
業
都
市
に
お
い
て
は
ケ
ン
フ
ト
_
爭
に
.よ
つ
て 

ッ
y
フ
ト
.支
配
が
齎
ら
さ
^
，

H

も
';
-'
.そ
の
期
間
は
極
め
て
短
く
、槪
ね 

一
ニ
ー
年
長
く
も
十
數
年
の
後
に
は
興
び
パ
ト
リ
_チ
ア
支
配
に
復 

'
歸
し.
て.
し
ま
つ
て
：ゐ
'るc
3
:o.
,
か
：か
る
短
時
讲
の.
支
配
は
、「

大
低
の
都
市.で」

.T

爾
後
引
續
い
て
都
市
政
、府
は
こ
の
ッ
ン
フ
t

の
も
の 

と
な
つ
た」

と
i

論
據
た
|

る
も
'の
S

5

/0,
の

ン

f

氏
が
ッ
ノ
フ
ト.
の
內
容
變
化
を
f

，_
ッ
y
フ
ト
の
支 

'配
必
ず
し
も
手
工
.
業
者
®
支
配
を
意
味
す
.
高
に
非
ざ
る
こ'と
を
述
べ.
て.
ゐ
る.
の
を
見
れ
ば
、

. 「

大
低
の
都
市
で

」

舊
來
の
ッ
ン
フ
ト
勢
力 

‘
が
そ'
の
支
配
を
確
立
ず
る
ご
と

.
は
な
か
つ.
た
ど.
い
ふ.
方
'が.
：却
つ'
て
妥
當
で
あ
る

.C  
.
寧
ろ
端
的
に
は
、
‘ッ
フ
ト
鬪
爭
：に
よ
つ
て
も
パ
卜 

，リ'チ
ア
支
配
は
一
時
，停
此
さ
れ

.
た
'.に
過
ぎ
な
か
つ
た
と
い
ひ
得
や
ぅ
.。

.

.

'
:

'
:
.

'
'
、

■
L
か
も
こ
れ
^
奥
#
し
.、
同
時
に
ザV

ダ
ー
氏
の
所
說
.め
後
半
部
分
を
立
證
し
た
も
の
と
も
做
し
得
る
硏
究
が
、
近
年
ケ
ル
タ
ー

敎 

■授
に
よ
つ
て
：行
友
は
:̂
た
0
:同
敎
授
0
.著
鲁『

中
世
都
沛
經
濟
時
代
の
價
格
公
定
史」

に
お
.け
る
中
世
都
市
の
：類
別
に
關
す
る
箇
所
が
こ
. 

^ ，
で
あ
^

4)

0 

.甜.ち
敎
授
，は
中
11
1
.
邀̂
都
市
を
.、:
2
.

)

。ハ
ト
リ
.チ
ア
；.の
統
治
せ
.る
都
市
，(

-
ー}パ
‘ト
リ
チ
'ァ
と
ツ
ン
7
ト

勢
力
と
の

ぜ
货
せ..
る
都
市
、(

三)

實
際
に.
ダ

シ

ズ

：
ト

支

配

：

の.
：
行

な
.
は.
れ
た
都
市
に
三
奋
類
じ
ー
、>.
に
は
ヶ》

ン
，
ー
ー:>-
:
ル
:/
'べ
ル
ク•
デ

A
ィ
ス 

ブ
ル
ク*,
vH  r-

ゼ.
ル
の
四
市
を
、̂
ー
ゾ
に
は̂
ド
'ラ
^

、ス.
.

^
ル
：
ク

，
ケ

.
ル《

^
^
^

1
%

を
、'(.I—

-

ひ
に
；は
チ
ュ
，'
!

リ

匕

の
一
市
を
配
.さ
れ
て 

'

ゐ
■.
る.
，0
’

〗

前
記
：の
ケ̂,
フ
ト
女
配
が
短
時
日
を
.
以

：
て

終
0..
た

漂

或

は.
パ
>.

リ
チ
デ
支
配.が
；ー
時
停
止
さ
れ
：た
に

.
過
ぎ
：な
い
都
市
と
は
、 

.
ま.
さ
に
こ
の
第
、
ー
領
^
屬_
す
る
も
の
ヾ
で
あ
る,0
又
ザ.
；ン.ダV

氏

がf

ッ
y
フ
ト
支
配
灰
か̂-
と
で
直
ち
に
手

U

業
者
の
：支
配
で
あ
る
と 

は
1

し.
得

な

だ

と'.
い.
：
ふ

都

市

炉

第

.
ブ1
&.
で
ー
あ
り
、
，

_「

ッ

シ

，
フ
'
ト

缚
た」

も
の
が
.第
三
_
で
あ
る
。
.
.ケ
ル
_タ
1,
敎
授
.の
著
書
は
そ
の
書
名
_に
.ょ
つ
て
も
明
か
な
や
ぅ
に
.、「

冲
他
獨
逸
爾
市
の
分
類
を
主
題 

.と
し
た
も
の
で
：は
故
以
の
'で
あ
る
か
ら
、
S

の
擧
げ
らi

た
冷
計
七
市
焚
夫
々
办
覲
別
に
'お
財
る
代
表
的
な
も
の
の
み
.と
做
す
ベ
き 

.で

.あ
つ
’て
；」

そ
の
全
部
で
な
い
と
->
-
は
い
ふ
ま
^
も
な
い
0
板
來
の
：獨
逸
經
腐
史
.に
'づ
セ
て
：の
概
論
ー
に
從
'へ
ば
ノ
 ̂

一
 

類 

:及
び
證
ニ
類
の
^
づ
れ
扒
に
||
す
る
こ
.と
.に
な
‘
の
_で
あ
る
翁
名
の
.中
間
形
態
4
し
'て
第
ニ
繁
都
市
を
擧
孝 

縱 

1令
も
.の
柺
往
：に
つ
：.いv

g

r

——

例
へ
' ば
前
記
.

F

ンダ
.-

§

J:
'
.
:つ.て
I

指
摘
さ
れ
て
.ゐ
.た
の
含
づ
た
と

ば)

へ
、
興
味
な
1
と 

■.し
な
^
0殊
^
第
ー
|顏
の
都
市
に
，つ
い
で
敎
授
が
、「

實
際
の
：：ッ
％
フ
ト
：咬
靼
の
行
年

チ
.r
;リ
：.ヒ
市
だ
け
を
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
：る
-こ
.と
は
注
目
に
，價
'±
る
？
.：
ン
バ
-:
.へ/
^
 ̂

* 

:

ン
'

.

.前
掲
七
：市
：の
中V
:
'
奪
半
.̂:
は
南
獨
，激
經
濟
圈
に.鳳

し

.

て

て

後

 

> ぞ
の
分
類
標
_
に
.從
つ 

.て
ッ
.
.ン；：フ
ネ
_
爭
後
：の
洧
獨
逸
諸
都
取
の
：練
洽
著
痄
つ'.い
.て
：载
于
類
別
を
し
セ
み
ー
た:°
_

ょ
::
0
文
：献
涉
獵
，の
_

圍
は
限
ら
取
た
も
の
で 

'あ
る
.か
&

>
そ
の
成
果
は
©
だ
貧
し
^
が
、
商
街
ま
で
_
,に'調

鸯

せ

务

，満
市
數
ー
，

.ー
：
十

：
'
1:'
,;0
ヶ
ル
.マ
'丨
敎
授
の
擧
げ
ら
れ
た
四
沛
を̂ 

'痕

を

_い

：
へ

〈

舊

ー

類

が

十̂

'
著

'
_が
+
市

:'
璧
 

市
は
概
ね
多
か
'̂

:

少
か
れ
.そ
ー
の
名
ゐ
ハ
知
ら
れ
て
：ゐ̂
都
市
.で
.あ
：つ
て
ヾ
、
そ'の
故
.に
夫
.々
'
.に
0-
い
て
數
種
宛
の
：文
献̂

接
す
る
と
と
^
出
來
た
1
け
で
あ
る
o

/ 

中
11
1
;チ
ル
1
リ
ヒ
^
の
統
治
#
ぐ

」

政

策

，
 

，
 

三

c

八
八
七〕
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.

然
し
匕
の
他
に
一
般
ぬ
は
知
ら
れ
ぬ
，、
-
.し
洳
も
謂
‘ゅ

，
る

中

世

都

市

と

し

，
て

は

却

0
て
，
常

態

の

小

都

市

が

多

數

あ

り

、.

こ
.
.作
等
が
ど

の

：
分

， 

類
に
屬
オ
る
か
を
辨
へ
る
ー
こ
と
の
方
が
南
獨
逸
> に
つ
い
て
の
全
體
的
觀
察
に
と
つ
て
は
遙
か
に
必
要
な
の
で
あ

名
が
、
求
む
べ
き
文
献 

'
の
な
.い
限
9
如
佝
と
も
な
し

'
,*

い

o
、
恐

ち

ぐ

第

.三

«

に

屬

す

ベ

：
き

か

の

'は

、
、

今

の
^

り

ふ
.れ
喪
中
世
都
市
^
电

に
多
ん
見
出
さ

れ
.

る
の

'倉

湯

t

も

考

へ

哀

る'の

1

5

き
資
？

應

遺
S

は
取
f

 
•
■
に
I

る
？

本.
靡
に.
お
い
て
は
、
，
/

ン
フ
ト
の
支
配
亦
長
ら
く
繼
續
さ
れ
た
南
獨
逸
都
市

,̂
v
r.

リ
ヒ
に
つ.
い

ど

、

そ

の

統

命

隊

係

と

そ

れ

.

.
に

發 

す
，る.
同
市
の
經
濟
政
策
、
特
に
手

H

業

關

係

，
の

政

策

と

^,
考

察

す

る;,
0
'こ
：
れ

は

，
謂

^

る

都

就

經

濟

政

觸

の

ー

啟

# -
を

窺

：ふ

た

.
め

 

一■ 1
 

士
し
そ
ヤ
あ
る
。
パ
ト
リ
#
ブ
の
銃
治
じ

|

業
都
帘
に
お
け
る
經
濟
政
策
と
、
¥

^

フ.
ト
支
配
の
都
取
.
に
お.
け
.；る
そ^ !
と
'は
如
何
な 

冬
異
词
點
を
有
す
る
か
そ
識
別
せ
ん
が
た
め
で

^ ，
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又
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L
*都

市

、
の

發

展

を

.決
萣
し
た
要
因
と
し
で
>は
、
1そ
の
{地
撕
的
位
^
、
，該
市
の
坐
產
物
の
販
路
、
近
隣
封
建
勢
力
と
の
政
治
關
係
の
3

#
 

が
擧
げ
ら
W
る
。
素

ょ

.^
嚴
密
に
は
，
嘗
て
ジ
ー
フ
，
キ
ン
グ
故
授
が
强
調
さ
れ
た
や
ぅ
に
、
諸
都
市
の
發
展
過
程
を
I
る
統一

的
形 

'式
に
梆
め
今
こ
と
は
排
斥
す
ベ
き
で
あ
る
-が
C
S

)

、

然
し
中
世
諸
都
市
の
示
し
た
多
様
‘ぬ
或
は
多
®.
的
^-
發
M
形
^
に
も
^
ら
ず
、.

倚 

右
め
三
要
因
が
都
市
の
動
向
を
定
め
る
に
興
つ
て
カ
あ
つ
た
こ
七
は
否
め
な
い
。
第

1
の

龜

理

的

肷

置

と

，
は

.
ぞ
の
都
市
が
交
通
^'
の

：
 

交
叉
齋
に
常
る
と
か
ぃ
產
物
豐
富
な
地
方
の
中
心
點
で
あ
る
と
紅
の
謂
ひ
で
あ
り
、
绮
ニ
の
販
路
(0
-
廣
狹
と
は
メ
大
に
し
て
は
最
も
利
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益
多
き
輸
出
贸
易
の
そ
れ
か
ら
小
に
し
て
味
！
1
ゅ
る
封
鎖
的
都
7|
/
'經
濟
下
の
交
易
に
亙
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
近
接
令
邦
諸
侯
と
の
へ 

.對
外
政
策
的
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；
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西
方
の
ぺル
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.
る
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線
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し
て
、
商
貨
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，
名
商
人
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は
便
宜
が
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^
た
':.
'
'°然.
じ

:̂
の
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典
理.
的.

越
か
ら
し
て\'
^

ヒ
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北
麻
歐
或
は
獨
伊
兩
國
を
結
ぶ
路
.鞭 

:
土

：
の

通

渦

：
貿

易
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：

.
：
シ.タ
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ぺ
；
ル

地

_
;
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い
ふ
々
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ゼ
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。
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路
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迂
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潤
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濟
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近
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參
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濟
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.
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右
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て
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推
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ッ
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フ
ト
統
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施
さ
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灰
o
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；工
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者
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办

た
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民
は
、
：

c
o
l
a
s

i
十
三
の

.
 .
 .

ッ
，
ン.
ァ.
ト

遍

％'る
；政
治
的‘ッ
，
ン
：
フ
.
ト>
に.
分
割
さ
れ
、
前
者
に
.
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騎
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參
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％
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'薪

'

^
#
^
n
i
t
a
f
e
l

ょ
り
：‘十，ivl

名

(

騎
士
六
名
と
市
民
七
名
，

)

*

,̂/
.

X.

フ〈

->
を
代
表
す
る
親
方
十
三
：名
、
合
計
一1十
六
.名
を
以
て
_
成

"

-
.さ
れ
”
と
れ
を
統
^
赴

つ

チ丄

1
リ
ヒ
市
を
代
表
す
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；
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即
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政
治
断
體
と
し
て
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推
移
に
つ
い
て
窺
つ
た
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で
ぁ
る
於
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れ
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ソ̂
ン
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ト
は
乂
间
時
に
經
濟
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ぁ
つ
た
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節
に
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濟
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體
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述
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；
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濟
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題
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。
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鲥
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し
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猶
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と
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ッ
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猶
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。
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^
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內
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こ
•の
罰
命
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收
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o
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て
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食
料
品
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が
^
殊
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と

荩
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て

ゐ

，
る

。
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即

ち

食

料

ロ
 

|製

造

規

定

逾

犯

に

ょ

る

罰

金

.^
限
っ 

て
、
市
會
が
全
額
を
收
納
す
、る
か

(

肉
屋
7
乂
は
こ
れ
を
祈
半
し
て
.市
會
と
該
ッ
ジ
フ
ト
と
■の
收
人
と
啟
っ
^
ハ
パ
シ
燒
^
ち
メ
か
办
る 

食
料
品
棠
ぬ
對
す
-る
特
例
は
、‘中
世
都
市
に
'.お
い
’て
食
料
品
趿
1

全

市
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の

福

利
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第

一

と

す

る

鬼

範

に

從

，つ

て

決

定

：
さ

れ

'
,
る

を

恒
 

と
し
た
事
情
に
^
づ
.ぐ
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.の
,̂
說
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さ
'れ
1る
0'.そ
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必
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し
も
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.リ
ヒ
市
倉
ガ
同
沛
：の
食
料
品
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を
抑
願
し
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い
.ふ
こ
と
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は
な
い
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寧
ろ
反
對
に
、
同
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市
會
に
お
い
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、

パ
ン
燒
匠
の
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は
そ
の
勢
力
强
大
か
石
％

の
‘に
屬
1>
七
.ゐ
.た
め
_で
あ
つ
た
？)
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，そ
れ
故
に
こ
そ
斯
泼
に
あ
っ
て
は
刟
金
の
半
額
な
り

と

も

ッン
ア
ト
が
收
fl
ず
.る
こ
と
に
な
り
、
他
方
肉
屋
は
罰
金\の
.一:部
分
す
ち
も
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得
る
こ
と
於
出
來
な
か
っ
た
と
，いふ
ベ
き
で
あ

ら

ぅ

。
即
ち
同
じ
く
食
料
品
業
と
、
一，括
さ
れ
て
も
、
.夫
デ
が
市
會
.に
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い
そ
占
め
た
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力
の
如
何
を
反
映
し
て
ノ
か
か
る
差
異
を
生
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
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と
'こ
ろ
で
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料
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そ
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ー
市
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け
る
地
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の

^
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と
へ
に
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は
.
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も
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の
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が
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。
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中
世
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"
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食
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の
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が
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定
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れ

■た
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周
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の

事

實

で

あ

：
る
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こ

れ
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に
當
る
も
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は
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に
、市
會
即
ち
市
救
府
當
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で
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で
、
業
者
即
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ッ
ン
ラ
ト
で
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な
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。
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そ
し'
て

そ

の
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公
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價

楮

は
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に
制. 

定
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れ
た
だ
け
_
に
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ま
る'.と.
い..ふ'
の
で
は
な
く
、
、當
局
又

.
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業
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住
命
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視
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.
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協
ヵ
の
下
に
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'と.
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の
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行
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れ
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か
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格
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生
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護
と̂
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す
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る
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舍
、の|1
格
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拂
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^

■人
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產
#
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證
ざ
れ
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に

な

を
.°
素
ょ
り
都
市
の
'、一
般
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た
を
も
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費
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で
あ
る
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時
に
绝
產
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で
あ
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通
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と
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か
ら
、

こ
の

1

一
っ
の
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に
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っ
て
い

4

の
は
說
朋
の
便
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に
％
ま
る
の
で
あ
っ
て
、，
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格
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な
る
方
策
は
>
.
.
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消
費
者
の
保
護
と
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產
者
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護
<
.の
兩
者
¥̂
同
時
ゎ
包
含
す
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の
^
あ
る
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し
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し
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れ
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謂
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的
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に
對
處
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ー
以
て
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費
者
の
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益
の
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さ
れ
，■る
を
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止
す
る
と
い
ふ
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が
强
調
さ
れ
る
と
七
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
觀
方
は
、

一
方
:̂.
私

い

，
ヤ

生

歃

ず

呔

營

'
狐

精

神

を

持

す
 

る
も
の.
と
し
、.
他
方
に
お
い'て
：市
會
は
謂
ゆ
る
衣
食

.
理
念
を
法
的
强
制
.
に
：
ょ

つ

，
て

貫

徹

す

る

と

.
い.
ふ
匕
：と
.を
前
提
 

從
つ
'
 

て
。ハ
十
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服
と
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こ
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チ
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述
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ッ
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フ
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す
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都
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で
あ
つ
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者
も
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縱
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異
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づ
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に
'生
淹
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立
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あ
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あ
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た
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若
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チ
ュ
ー
リ
ヒ
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食
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慣
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公
定
さ
れ
こ
れ
が
嚴
專 

:
に'施
行
さ
れ
た
と
す
る
：な
ら
ば
':.
.同
じ
ッ
シ.
フ.
ト
成
員
が
爲
政
者
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の
て
立
場.に.
お
い
て
は
衣
食
理
彰
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'
實
現
を
、圖̂'
'
生.
產
苕
と
し
て.
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追
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營
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概
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應
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れ
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懸
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れ
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又
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あ
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述
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外
來
者
に̂
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ッ
、
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フ
ト
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で
^
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；
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岡
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ッ
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さ
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。
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應
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